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足立区ギャラクシティ運営評価委員会議事録 
 

会 議 名 第２回足立区ギャラクシティ運営評価委員会 

事 務 局 
地域のちから推進部   生涯学習支援室 室長 田ケ谷 正 

地域文化課広域施設係 係長 原田 裕介 

                    係員 竹本 賢貴 

開催年月日 令和３年９月７日（火） 

開 催 時 間 午後１時３０分 ～ 午後４時３０分 

開 催 場 所 ギャラクシティ レクリエーションホール３ 

出 席 者 

渡辺 千歳 委員 

（東京未来大学  

こども心理学部教授） 

山縣 朋彦 委員 

（文教大学教育学部 

学校教育課程 教授） 

伊志嶺 絵里子 委員 

（東京藝術大学音楽学部

非常勤講師） 

酒井 雅男 委員 

（銀座ヒラソル法律事

務所 弁護士） 

髙橋 佑介 委員 

（足立区立小学校ＰＴＡ

連合会副会長） 

四宮 淳司 委員 

（足立区少年団体連合協

議会副会長） 

欠 席 者 なし 

会 議 次 第 
１ 開 会 

２ 委員長あいさつ 

３ 資料確認・説明 

４ 指定管理者ヒアリング 

５ 質疑応答 

６ 意見交換 

７ 評価点決定 

８ 閉会 

資 料 

資料１ 業務評価シート 

資料２ 業務評価チェックシート 

資料３ 加点提案書一覧 

資料４ 条例等一式 

資料５ 令和２年度仕様書 

資料６ 令和２年度事業一覧表 

資料７ 令和２年度各種報告書 

資料８ 令和２年度広報誌一式 

そ の 他 
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【開会】 

 

＜原田係長＞ 

本日はお忙しいところお集まりいただきあ

りがとうございます。第２回ギャラクシティ運

営評価委員会を始めさせていただいと思いま

す。私、足立区役所地域文化課広域施設係長の

原田と申します。よろしくお願いいたします。 

それでは、開会に先立ちまして、渡辺委員長

よりご挨拶をいただきたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

 

＜渡辺委員＞ 

こんにちは。第２回の今回は、評価を決め

るという大事な仕事です。最初は質問を伺う

ことになると思いますので、皆さんどんどん

出していただくようにお願いいたします。 

それではどうぞよろしくお願いいたします。 

 

＜原田係長＞ 

ありがとうございます。 

それではここからの進行を委員長にお願い

したいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

 

＜渡辺委員＞ 

はい、それではただいまからギャラクシテ

ィの令和２年度運営に係る第２回運営評価委

員会を開会いたします。早速ではあります

が、本日の議事進行に移りますので、まず、

本日の資料について事務局より説明をお願い

します。 

 

【資料確認・説明】 

 

＜渡辺委員＞ 

ありがとうございます。続いて、指定管理

者のヒアリングに移らせていただきます。本

日のヒアリングでは、前回のヒアリングから

追加の質疑や新たな疑問点などを詳しくお聞

きいただければと思います。 

それでは、まず指定管理者のヒアリングに

なります。 

 

＜原田係長＞ 

全体を通しての質問がございましたら質問

していただければと思いますし、どのページ

でもかまいませんので、ご意見いただければ

と思います。 

 

＜渡辺委員＞ 

前回は加点提案書を主にお話しいただいた

と思うのですが、それについてでも、それ以

外でも何かございましたらどうぞ。 

 

＜山縣委員＞ 

動画配信コンテンツとありますけれども、

前回も言ったかもしれませんけども、中身が

なかなか面白いと思います。それで、再生回

数ですが、今ここに出ている資料は３月現在

で今はもうちょっと多くなっているかもしれ

ませんが、配信再生回数がちょっと少ないか

なという感じがするんですけれでども、それ

を増やす方法というか考えはありますか。 

 

＜館長＞ 

具体的にはマルチたいけんドームの動画で

すか？ 

 

＜山縣委員＞ 

そうですね、歌舞伎の方は再生回数がアッ

プしていますよね。歌舞伎の再生回数が多い

かどうかなどの規模感がわからないですが。 

 

＜館長＞ 

まずまるちたいけんドームの配信ですが、
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こちらは４月５月が休館になったときに色々

と話をしていて、まるちたいけんドームだよ

りを作るなどオンラインコンテンツの作成に

取り掛かりました。また、動画をアップして

まるちたいけんドームを味わってもらうとい

う取り組みも始めました。このまるちたいけ

んドームの動画は内部の職員が作りました。

動画については、ギャラクシティエンターテ

イメントはプロに作ってもらっています。一

方でまるちたいけんドーム動画はエンターテ

イメント動画とは違い、学びの要素が入って

くるので、少し対象者が狭いものになってい

ます。天文ファンが観ることを想定しながら

作りこんでいるものですから、どうしても再

生回数が少なくなります。 

紙媒体では難しかったので、ＳＮＳやホー

ムページなどで動画を上げてＰＲしました。

ハッシュタグを付けるなどの工夫はしました

が、結果としてドームや工作の動画が伸び悩

みました。工作に関しても、来館ができない

厳しい時期に作成しまして、自宅で工作を楽

しんでもらいたいという趣旨で作りました。 

やはりプロと内部で作ったものは、再生回数

に差があるとは感じています。 

「おうちでギャラクシティ」にはまだ作り

込む余地があると思います。ギャラクシティ

エンターテイメントはプロに編集していただ

いて、再生回数を増やす工夫がなされていま

す。逆に工作等の動画はそのままアップして

いて子どもたちに楽しんでいただこうとして

います。作ったからには、再生回数が少ない

訳にはいかないので、今後ＰＲしていかない

といけないと思います。 

 

＜山縣委員＞ 

コロナが収まった後でも継続していきます

か？私としてはもう少し再生回数が増えてほ

しいと思います。中身は非常に面白いので、

もう少し宣伝すれば増えるのではないかと思

います。素人ながらもったいないと思いまし

た。 

 

＜村田館長＞ 

中身に関しては利用者様含めて好意的に見

ていただけている感想が多かったものですか

ら、より多くの方に見ていただけるよう努力

をしたいと思います。 

 

＜渡辺委員＞ 

コンテンツを作って、良いものができてい

てもなかなかアクセスが少ないのはすごく残

念なことだと思います。 

アウトリーチですが、実際にプラネタリウ

ムが持っていけなかったのは分かるのです

が、なにか別の方法でもっと他に何かできな

かったのかと思います。何かやったことがあ

れば教えてください。 

 

＜村田館長＞ 

アウトリーチは全くゼロというわけではな

かったのですが、同じ会社で運営している学

童保育施設では実施しましたが、本来、小学

校も計画に入っていたのですが、さすがに小

学校ではできませんでした。 

あと毎年実施していたのは、移動式プラネ

タリウムを持って、近隣の商業施設、例えば

アリオやイオンなどに行っていました。 

現在はどこも受け入れが難しいので、それ

以外の方法で実施できればというところで、

できなかったということが正直なところで

す。 

それに代わるものとして、私たちの魅力を

お届けするという点で、動画配信を強化しま

した。 
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＜渡辺委員＞ 

こういうものをアウトリーチと言うのかわ

かりませんが、リモートでつないでギャラク

シティでこんなことやっていますというのを

小学校なり学童保育なりに伝えるというのは

できないのでしょうか。 

 

＜村田館長＞ 

学校に直接学校にこういうものをやってい

るというお知らせですか？それはできます。 

 

＜渡辺委員＞ 

紙だけ来ると見ないという人たちが前もい

た気がするので、人が入ってリアルタイムに

交流するとすごく近くなると思います。何か

別のかたちでもきちんと接してもらう工夫を

してみるといいかも知れません。 

 

＜伊志嶺委員＞ 

学校でなかなか音楽ができなくて、そうい

う学校とオンラインで、リアルタイムで、そ

ういう取り組みをしているところがあって、

私も実際に入らせていただいたんですけど、

福島県のいわき市、音のタイムラグは出てく

きますが、こどもたちがリアルだと恥ずかし

がるところが、画面一つ隔てることで、すご

く喜んでいまして、音楽の授業がつまらない

ものになっている現状のなか、こういうもの

もありなのかなと思いました。おそらく今回

コロナの現状で、消毒とかオンラインにお金

もかかるし、クオリティも上げるための知識

もないし、とても難しくて、スタッフさんが

疲れてしまっているという現状を聞きまし

た。毎日消毒するなど、スタッフさんの労働

環境はいかがですか。 

 

＜村田館長＞ 

まるちたいけんドームの動画は職員が自主制

作しており、労力はかかっています。しか

し、お客様から良い反応をいただけたり、や

りがいもありますし、動画制作に時間を取ら

れて疲弊したというのはあまりないと思いま

す。ただ、動画作成を外部に依頼するなどの

お金はかかりました。複数の業者から見積も

りをとって、なるべく安価でクオリティの高

いものを選んだつもりです。 

 

＜酒井委員＞ 

加点提案書にテレワーク推進というものが

ありました。出勤率９５％減という成果が得

られたとありますが、その間テレワークです

ので自宅で仕事をされていると思います。自

宅でしていただいた仕事が、ギャラクシティ

の運営に、特にコロナ対応でお客様を呼べる

というとこにどれだけ貢献したのか、経営側

の視点でどのようにお考えなのかお聞きした

いです。 

 

＜村田館長＞ 

４月５月が休館になりまして、ギャラクシ

ティはお客様がたくさん来場して成り立つ施

設ですので、テレワークに向いているかどう

かわかりませんでした。その中で開いたこと

を考え、ギャラクシティの魅力や情報を止め

る訳にはいかないと、組織を横断してプロジ

ェクトチームを組み、クレンリネス活動を始

めました。普段できなかったことをまず清掃

から始めようとしました。また、広報プロジ

ェクトも行いました。４月５月にズーム会議

を重ねて、進めてまいりまして、その結果と

してオンライン配信を行いました。 

 

＜酒井委員＞ 

出勤者７割削減のところで、９５％となっ

ているのが、一見すると評価されるのです

が、お客様を呼ぶ世界であると考えると、姿
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勢が問われるという少し厳しい視点で見てい

ます。 

広報の魅力はホームページだということで

したが、ホームページを魅力的にする方策と

してどのようなことをされましたか。 

 

＜村田館長＞ 

紙媒体がこれまでメインだったが、例えば

足立区の全小学校６９校の児童にお渡しして

いたものができなくなるなど、紙媒体にかわ

るものとしてインターネット・ホームページ

で案内するしかありませんでした。ホームペ

ージおよびＳＮＳを強化しました。ホームペ

ージ中心に情報を集約しました。４月５月は

休館だったものですから、６月１日に限定的

に再開しましたが、例えば、遊具は使えず、

プラネタリウムは５０名からと、少しずつ開

ける中でプラネタリム平日キャンペーンをや

りまして、平日投影番組を見てもらいスタン

プを押しプレゼントとあげるようなものをし

た。積極的には促せないが、開館している以

上は人には来ていただかないといけないの

で、こういったキャンペーンをやりながら、

ホームページに情報を集約しました。 

 

＜酒井委員＞ 

日々更新されるホームページの情報にはど

のようなものがありますか。 

ギャラクシティがどのような魅力がある施

設なのかということが、毎日アップされてい

たのかなということです。 

 

＜村田館長＞ 

毎日でしょうか。 

 

＜酒井委員＞ 

毎日です。ホームページというものは毎日ア

ップされなくてはならないと思います。一回

訪れてもギャラクシティはこういう魅力的な

所だということをスタッフの方たちに、テレ

ワーク中の職員にギャラクシティの魅力を紹

介させるコーナーがあってもよかったと思い

ます。ひとつひとつの動画の再生回数が少な

いというのも、ホームページの扱いが弱いと

おもわれるのですね。せっかく良い施設です

からうまく改善してほしいと思います。 

 

＜村田館長＞ 

広報担当含めて在宅でしたので、毎日上げ

るということはできませんでした。定期的に

は更新していましたが、そこは確かに弱かっ

たと思います。 

 

＜酒井委員＞ 

クレンリネス活動を行うにあたっても、業

者を利用することもあると思いますが、９

５％削減というなかで、スタッフ総出でやら

れたのかなと。お客様を受け入れる側がいな

ければ始まらない施設であるということをも

う少し理解していただけたらなと思います。 

 

＜村田館長＞ 

クレンリネス活動もレポートしては上げて

おりましたが、頻繁には上げられる状況でも

ありませんでした。 

 

＜酒井委員＞ 

クレンリネスキャンペーンはコロナ対策で

はなく、当たり前のことだと思います。売り

にも何もならないと思います。ギャラクシテ

ィの魅力を発信するという点で知恵を発揮し

ていただけたらなと思います。 

 

＜高橋委員＞ 

すいません、先週欠席させていただきまし

た。先週と重複している箇所があれば、恐縮
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ですが、先ほど学校に対しての広報が不十分

ということであったと思いますが、小学校６

９校に対してどのようなアプローチで行くこ

とを考えていますか。 

 

＜村田館長＞ 

弊社の学校用務を請け負っておりますの

で、そのルートを使ってということはありま

す。 

 

＜高橋委員＞ 

交換便は制限がかかったのですか。 

 

＜村田館長＞ 

はい。 

 

＜高橋委員＞ 

今後の取り組みとして、参考にしていただ

けたらなと思いまして、オンライン授業を進

めているのですが、子どもたちはそういうも

のを喜んでいて、キーボードの練習をしてい

る。オンライン化は学校も進んでいるので、

ギャラクシティのＵＲＬを貼らしてほしい、

授業にギャラクシティの事業を組み込んでほ

しいなど、ギャラクシティを盛り上げるとい

う意味はもちろん子どもたちへのコンテンツ

としても提供してもらいたいと思います。 

 

＜村田館長＞ 

ありがとうございます。 

 

＜四宮委員＞ 

前回、せっかくこれだけのコンテンツを作っ

ても見ていただいている人数が少ないという

話になりました。作ることに集中していて、

これをどうやったら見てもらえるかというと

ころまでやることが一つの流れだと思うので

すが、作ることに精力を使い果たしてしまっ

ているように感じました。前回の話でも１３

０万人の来場が３０万人に減ったという話が

ありました。しかし、区民の割合が増えてい

るとの話もありました。また、小学生が消え

てしまっているとの話もありました。そうい

った家にいる子どもたちへのアプローチが大

切なのかなと感じました。フォロワーが３万

人いると言われている区の Twitterなど大き

なものを活用して、区と協力していくことも

大切だと思います。 

 

＜渡辺委員＞ 

他にはいかがでしょうか。 

 

＜山縣委員＞ 

私は一転してアナログなものについてです

が、「まるちたいけんドームだより」が個人

的には非常に気に入っていて、昔の渋谷のプ

ラネタリウムにこのようなものがあって、す

ごく懐かしさを覚えました。今の子どもたち

がどのように感じるのかわかりませんが、こ

れはぜひ継続していただきたいと思います。

簡単そうに見えますが、書くことは非常に大

変だと思います。 

 

＜高橋委員＞ 

 保護者宛てのメールなどが学校にはありま

すが、youtubeに工作が上がっていて、これ

を学校の子どもが見れば再生回数は増えると

思います。それを送っていいかどうかは別と

して、学校は協力できるようなコンテンツだ

と思いますし、各家庭には確実にアプローチ

できるツールだと思いますので、ぜひご検討

いただけたらと思います。 

 

＜渡辺委員＞ 

 足立区にはこのようなものがあるという映

像コンテンツを見て感想を書くというものな
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ど学校の教科に関わるものを取り組めば、も

っと学校を取り込めて、子どもたちにアプロ

ーチできるのではないかと思います。地域的

なものや全国的なものがあれば、今回いなく

なってしまった子どもたちにアプローチでき

るのではないかと思います。今まで来ていた

子どもたちをつなぎとめて、新しい子どもを

呼び込んで、様々なことを行っていただけた

らなと思います。 

 

＜渡辺委員＞ 

他に何かある方はいらっしゃいますか？ 

では、そろそろお時間にもなりましたので、

ヒアリングはここで終了させていただきま

す。 

 

【評価点決定】 

 

＜原田係長＞ 

 点数の集計が終わりました。管理の履行に

ついて、１番６点２番６点３番６点の１８点

になりました。続いて安全性の確保について

は１番３点２番５点３番３点４番３点の合計

１４点になりました。続いて、法令等の遵守

については１番３点２番２点３番３点の８点

になりました。続いて適切な財務について

は、３点になります。続いて事業効果、こど

も未来創造館の取り組み１番３点２番５点３

番３点４番３点５番４点６番１点７番４点８

番３点９番１点で合計２７点になりました。

続いて西新井文化ホール事業１番５点２番２

点３番５点４番３点の合計１５点です。Ｃに

ついては３点、Ｄは３４点になります。この

ままいくと評価はＢプラスになります。参考

として昨年度はＡマイナスでした。この結果

を受けて委員さんで協議いただき、修正があ

るかどうかを話していただければと思いま

す。 

 

＜酒井委員＞ 

 昨年度に比べて厳しい結果になったという

ことを意識して頑張ってほしいと思います。 

 

＜渡辺委員＞ 

 急な変化に対応することは難しかったと思

いますが、もっと工夫できたというところも

ありました。 

 

＜酒井委員＞ 

 これで良いと思わないでいただけるという

点では良い評価であると思います。 

 

＜渡辺委員＞ 

 変に甘い評価になるのもどうかと思いまし

た。 

 

＜高橋委員＞ 

 もっと頑張っている同業者もいますから

ね。 

 

＜酒井委員＞ 

 パーセンテージはどれくらいでしょうか 

 

＜原田係長＞ 

 ６８％です。業務評価シートで評価委員記

入欄がございますので、事前に各委員に記入

いただいたものをまとめておりますので、そ

の中から決めていただければと思います。最

後の特記事項については委員長に記入いただ

ければと思います。 

 

【評価委員意見欄記入】 

  

＜渡辺委員＞ 

 意見は出そろいましたのでここまでになり

ます。 
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＜原田係長＞ 

 最後に指定管理者や今後の評価委員会に向

けてご意見はございますか。 

 

＜酒井委員＞ 

 指定管理者は民間事業者の事例を参考にし

ていく必要はあると思います。 

 

＜伊志嶺委員＞ 

 西新井文化ホールの事業について、ジャパ

ンフェスタはとても良いと思います。西新井

文化ホールに個性がないと言われてきたの

で、そういう意味でも良かったと思います。

ただ、もう少し本来の意味での創造発信事業

に取り組んでいただけたらと思います。 

 

＜山縣委員＞ 

 そのようなことを検討する組織などはある

のでしょうか。 

 

＜原田係長＞ 

 自主事業は指定管理者の中で検討していま

す。区としてそのような組織はありません。 

 

＜酒井委員＞ 

 区の方針の中で自由にやっていただくとい

うことですか。 

 

＜原田係長＞ 

 そうです。区の方針がありながらも、民間

事業者の創意工夫によって創造的な事業を行

っていただきます。 

 

＜伊志嶺委員＞ 

 芸術文化で社会包摂が期待されているの

で、足立区の特色として取り組むという案も

あるのかなと思います。それか子どもに向け

て取り組むなど。今は子ども対象という色は

だいぶ付いてきたかなと思います。 

 

＜原田係長＞ 

 今年度よりあだちっこくらぶというこども

を歌が苦手な子どもがボイストレーニングを

行って自己肯定感を育むようなクラブ活動事

業を始めました。この事業はどの家庭でも参

加できるように費用がかからないものは何か

と考えて始めた事業になります。 

 

＜渡辺委員＞ 

 広報物の作成においてユニバーサルデザイ

ンとありますけれども、評価の仕方も難しい

とは思いますけれども、どういうことをクリ

アすればマルになるのかをはっきりさせると

良いと思います。 

 

【事務連絡】 

 

＜山縣委員＞ 

以上をもちまして、足立区ギャラクシティ第

２回運営評価委員会を閉会いたします。 

 

 

【閉会】 


